
・基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得（個別最適化の学習）

・ＩＣＴ機器の効果的な活用による授業改善の継続（キュビナ、ロイロノート、
教育用アプリの効果的活用）

個に応じた学力の向上

（授業改善）

・「多様な育ち」を前提とした学校教育システムの再構築

・生徒指導、教育相談、特別支援教育の充実
豊かな心と健やかな体の
育成

・主体的に進路選択する力の育成

・進路情報の発信と全学年での共有化

進路指導・キャリア教育の

充実

・自主的、実践的な活動をとおし、集団や自己の生活上の課題を解決しよ
うとする力を育成

・学級活動、生徒会活動、学校行事の充実
特別活動の充実

・人権感覚を身に付け、様々な人権課題を解決しようとする生徒の育成

・情報手段を適切かつ主体的・積極的に活用できる学習活動の充実

・外部人材や施設を積極的に活用した、環境教育の推進

人権教育、情報教育、

環境教育の充実

・時間外勤務の削減

・ICT機器を活用した業務の効率化

教職員の業務の効率化、

健康管理

・コミュニティスクール（学校運営協議会制度）の充実

・ＰＴＡ、ふれあい地域連絡協議会、地域、学校応援団との連携推進
保護者・地域との連携推進

⚫ 原則３クラスを1チームとして４

人が協働して担任する。（集団秩

序の管理）

⚫ 効果的な運用による、学年の組

織力の向上（学年主任を中心とし

たチーム間コミュニケーション）

チームＵｐ担任制の
効果的運用

⚫ 「登校回避につながる感情の調
査」を参考とした対応

⚫ 気にかけたい生徒５名程度をメ
ンターとしてグリップする。

⚫ 年度当初の教育相談において担
当となった教員が年間を通して
相談の窓口となる

メンター制の効果的運用

⚫ Ⓐ相談室登校「ピット」（従来型）、
Ⓑスマスタ登校（ST支援型）の機
能分離

⚫ 教員が分担して、Ⓑスマスタ登校
における学びの保証（質問教室、
教科指導）を行う。

⚫ Ⓑスマスタ登校担当者の配置

校内教育支援センター
ⒶⒷの効果的運用

目指す教師像

厳にして慈（厳而慈）

目指す学校像

Two-Wayコミュニケーション

による教育活動

目指す生徒像

自他を大切にする生徒

学校教育目標 明朗 向上 自主・自立

●校訓 まごころ

●キャッチフレーズ
 明るい挨拶 光る汗 きれいな学校 きれいな心

埼玉県教育委員会

基本理念

豊かな学びで
  未来を拓く
     埼玉教育

新座市教育委員会

基本理念

はぐくもう
共に生きる力と
豊かな心

～だれもが自分らしく
幸せに生きるために～

指導・取組の重点

R７新座市立第二中学校 学校経営全体構想

令和7年度における
学校経営の重点課題

「多様な育ち」を前提とした学校システムの再構築
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